
ぐんま の
農業研究と普及活動

第  38  号
平成 30 年 10 月
発行　群馬県農政部

（前橋市大手町一丁目１番１号）

　畜産試験場では、全国に先駆けて（⼀社）家畜改良事業団と連携し、ゲノミック評価
（遺伝⼦検査による産⾁能⼒評価）の活⽤研究に取り組んでいます。⼦⽜のゲノミック
評価を⾏うことで、枝⾁成績（枝⾁重量、脂肪交雑等）を⾼い精度で予測できることを
実証しました。また、本技術を活かした効率的肥育技術の確⽴を進めています。
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